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株式会社やさしい手仙台 

 

 

やさしい手仙台身体拘束等適正化のための指針 

 

１ 身体拘束の適正化に関する基本的考え方 

「正当な理由なく利用者の身体を拘束すること」は身体的虐待及び利用者本人の尊厳

の侵害に該当する行為であり、その身体的・精神的弊害を理解し、身体拘束等をしないサ

ービスの提供に努めるものとする。 

また、「一人の人間として尊厳をもって生活すること」への専門的な支援を実施し、そ

の結果身体拘束等を排除したサービスの実現を図るものとする。 

 

２ 身体拘束等適正化に係る委員会その他組織について 

身体拘束等の適正化に係る事項は、虐待防止検討委員会において取り扱う。 

 

３ 身体拘束等の適正化のための職員研修に関する基本的方針 

現任職員に対して、年 1回以上研修を実施する。 

  新規採用職員については、初任者研修時に実施する。 

  他部門からの異動職員については、着任から 1ヶ月以内に実施する。 

  虐待防止のための研修と一体的に実施することができるものとする。 

  研修の実施内容は記録し、５年間保存するものとする。 

 

４ 事業所内で発生した身体拘束等の報告方法等のための方策に関する基本的方針 

  身体的拘束等を行った場合には、虐待防止検討委員会に報告しなければならない。 

 

５ 身体拘束等発生時の対応に関する基本方針 

  各サービスごとの「身体拘束・抑制に関する手続きと記録手順」に詳細を定める。 

 

６ 利用者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 

  本指針は当社ホームページに掲載して閲覧に供するものとする。 

 

７ その他身体的拘束等の適正化の推進のために必要な基本方針 

  行政の発信する情報の収集、地域の関係団体等が主催する研修へ積極的に参加するな

どして、権利擁護とサービスの質の向上を目指すよう努めることとする。 

 

附則 

この指針は、令和 4年 4月 1日より施行する。 


